
(2) 平成２６年のトピックス

ア 平成２６年　侵襲性肺炎球菌感染症のまとめ

表１　京都市及び全国の年次報告数 図２　ワクチン接種状況の報告割合

　図３　５５例の性別，年齢階級別，及び疾患別の内訳

平成２６年の年間報告数は４０例（男性２６例，女性１４例）であった。平成２５年４月１日に五類感染症に追加されて以降，累
積５５例の報告があった。
　また，５５例のワクチン接種状況は，ワクチン未接種あるいは接種歴不明が全体の７２.７％（４０例）を占めていた。
５５例の性別，年齢階級別，及び疾患別の内訳をみると，男女共に，５歳未満の小児と６０歳以上の高齢者に多くの報告があ

り，二峰性の分布を示していた。疾患の内訳では，５歳未満の小児と６０歳以上の高齢者では男女共に菌血症及び菌血症を伴
う肺炎が過半数を占めた。

　図１　京都市及び全国の報告数の推移
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イ 平成２６年　インフルエンザのまとめ

図３　京都市及び全国の年齢階級別割合

表１　京都市の過去５シーズンの流行状況

図２　全国のインフルエンザウイルス分離・検出数の推移

図１　京都市及び全国の定点当たり報告数の推移

平成２５年/２６年シーズンの流行は，平成２５年第５２週（１２月２３日～２９日，１.０７）に定点当たり報告数が「１.０」を超えて流
行期に入り，平成２６年第５週（１月２７日～２月２日，３７.１９）に「３０.０」を超え，ピークを迎えた。その後，減少するものの，定点
当たり報告数が「１０.０」を下回ったのは，第１３週（３月２４日～３０日，８.８８）となり，「１.０」を下回ったのは第１９週（５月５日～１
１日，０.６６）であった。
全国のインフルエンザウイルス分離・検出状況では，平成２５年/２６年シーズンはＡＨ１ｐｄｍ０９（４２.６％），Ｂ型（３６.２％），Ａ

Ｈ３型（２１.２％）の順となり，３シーズンぶりにＡＨ１ｐｄｍ０９が最も多くなった。流行開始時はＡＨ３型が主に分離・検出され，流
行のピーク前後でＡＨ１ｐｄｍ０９が主流となり，終息するにつれてＢ型の割合が増加した。
京都市の年齢階級別では，平成２５年/２６年シーズンは，５～９歳（２９.７％）が最も多く，次いで０～４歳（２２.０％），１０～１４

歳（１４.７％）の順であった。
また，平成２６年/２７年シーズンの流行は，平成２６年第４９週（平成２６年１２月１日～７日，１.７６）に定点当たり報告数が「１.

０」を超え，平成２５年/２６年シーズンよりも３週間早い流行となった。その後，平成２６年第５２週（１２月２２日～２８日，２８.６３）
にピークを迎え，定点当たり報告数が「１０.０」を下回ったのは，第７週（２月９日～１５日，７.１６）であった。なお，全国のインフル
エンザウイルス分離・検出状況では，平成２７年３月２日現在，ＡＨ３型が９６.３％を占めている。
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※H21/H22シーズンは，インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）２００９の影響で，例年と流行傾向が大きく異なるため，記載していません。
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ウ 平成２６年　ＲＳウイルス感染症のまとめ

平成２６年の定点当たり報告数は，第３５週（８月２５日～３１日，０.２７）以降，過去５年平均値を超える状態が続き，第５０週（１２月８
日～１４日，１.６６）に最大の報告数となった。この時点における定点当たり報告数は，定点把握対象に指定された平成１６年以降，最
も多かった。さらに，過去５年平均値＋２ＳＤ（＊）を上回る週もあった。
平成２２年まで秋から冬にかけて流行していたが，平成２３年以降，夏頃から増加する傾向がみられ，平成２６年も８月下旬頃から報

告数が増加した。
年齢階級別では，１歳未満 ３９.９％（０～５箇月 １７.０％，６～１１箇月 ２２.９%）が最も多く，次いで１歳 ３８.１％となり，１歳以下が７８.

０％を占めた。

（＊）ＳＤとは標準偏差のことで，データのばらつきの大きさを示す尺度である。下のグラフにおいて，赤の棒グラフ（本年の定点あたり
報告数）がピンクのライン（過去５年平均値＋２ＳＤ）を超えているときには，過去５年間の当該週と比較してかなり多いことを意味する。

図２　京都市の過去５年間の定点当たり報告数の推移

図３　京都市の年齢階級別割合の年次推移

　　図１　京都市及び全国の定点当たり報告数の推移
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図３　京都市の年齢階級別割合の年次推移

平成２６年の定点当たり報告数は，一年を通して大半の週で過去５年平均値を超え，過去５年平均値＋２ＳＤ（＊）についても５２週中
３４週で上回っており，過去５年間の発生状況よりもかなり多かった。例年，６～７月に流行のピークがみられていたが，平成２６年は第３
６週（９月１日～７日，１.３２）が最も多くなった。
年齢階級別では，１歳（１９.３％），４歳（１４.０％），３歳（１３.９％）の順となり，１歳が最多を占めるのは例年と変わりはなかった。しか

し，報告数の過半数を占めていた３歳以下の割合が年々減少し，平成２６年には，３歳以下の占める割合が４９.８％にとどまった。

（＊）ＳＤとは標準偏差のことで，データのばらつきの大きさを示す尺度である。下のグラフにおいて，赤の棒グラフ（本年の定点あたり報
告数）がピンクのライン（過去５年平均値＋２ＳＤ）を超えているときには，過去５年間の当該週と比較してかなり多いことを意味する。

エ 平成２６年　咽頭結膜熱のまとめ

　図１　京都市及び全国の定点当たり報告数の推移

図２　京都市の過去５年間の定点当たり報告数の推移
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オ 平成２６年　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎のまとめ

　図１　京都市及び全国の定点当たり報告数の推移

平成２６年の定点当たり報告数は，５２週中４０週で過去５年平均値を上回っており，報告数が増加した春から初夏及び冬季におい
て，過去５年平均値＋２ＳＤ（＊）を超える週（第１７週，第２５週，第４４週）もあった。第２２週（５月２６日～６月１日，２.５９）は，感染症発
生動向調査が開始された昭和５７年以降，最も多かった平成２４年第２３週（６月４日～１０日，２.８０）に次いで多かった。
年齢階級別では，６歳（１２.１％）が最も多く，次いで７歳（１２.０％），５歳（１１.６％），４歳（１１.１％）の順となり，４歳～７歳が４６.８％と約

５割を占め，例年と変わりはなかった。

（＊）ＳＤとは標準偏差のことで，データのばらつきの大きさを示す尺度である。下のグラフにおいて，赤の棒グラフ（本年の定点あたり報
告数）がピンクのライン（過去５年平均値＋２ＳＤ）を超えているときには，過去５年間の当該週と比較してかなり多いことを意味する。

図３　京都市の年齢階級別割合の過去５年間年次推移

図２　京都市の昭和５７年以降のＡ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり報告数の推移
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